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鈴

木

徳
男

　
『俊
頼
髄脳
』
の
諸
本
研
究
を
ふ
り
か
え
る
と
、
は
や
く
、
久
曾
神
昇
氏
に
よ
っ
て
、
諸
本
は
ま
ず
定
家
本
〔
甲
〕
と
顕
昭
本
と
に
大
　
　
　
　
一

き
く
分
け
ら
れ
、
顕
昭
本
は
完
本
〔
乙
〕
と
逸
脱
本
に
分
類
、
さ
ら
に
そ
の
逸
脱
本
は
四
つ
に
分
類
〔
丙
・
丁
・
戊
・
己
〕
さ
れ
た
〈
「
俊
　
　
　
1
5

秘
抄
に就
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
六
ー
三
　
一
九
三
九
年
三
月
）
・
佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
一
（
風
間
書
房
　
一
九
五
八
年
　
　
　
　
一

＝
月
）
〉
。

　
久
曾
神
昇
氏
の

分
類は
、
諸
本
論
の
基
礎
と
な
り
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
の
底
本
に
定
家
本
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
が
用
い
ら
れ
、
さ

ら
に
日
本
古
典
文
学
全
集
『
歌
論
集
』
（
橋
本
不
美
男
校
注
・
訳
　
一
九
七
五
年
四
月
）
に
継
承
さ
れ
て
、
定
家
本
の
流
布
と
と
も
に
大
き
な

影
響力
を
も
っ
た
。

　こ
れ
に
対
し
、
赤
瀬
知
子
氏
は
、
全
体
を
ま
ず
広
本
と
略
本
に
分
け
、
広
本
を
顕
昭
本
と
定
家
本
に
分
類
、
略
本
を
目
次
の
有
無
に
よ

り
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
〈
「
俊
頼
か
ら
顕
昭
・
定
家
へ
ー
『
俊
頼
髄
脳
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
国
語
国
文
』
五
〇
ー
七
　
一
九
八
一
年
七
月
）
．

「
『俊
頼
髄脳
』
に
お
け
る
享
受
と
諸
本
－
諸
本
論
の
た
め
の
試
論
ー
」
（
『
国
語
国
文
』
五
一
－
八
　
一
九
八
二
年
八
月
）
〉
。
顕
昭
本
（
完
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

と
定
家
本
を
一
括
し
て
広
本
と
分
類
し
た
意
義
は
評
価
さ
れ
る
。
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近時
、
伊
倉
史
人
氏
に
よ
っ
て
新
た
な
分
類
が
提
示
さ
れ
た
〈
「
『
俊
頼
髄
脳
』
の
伝
本
に
つ
い
て
の
再
検
討
ー
俊
頼
髄
脳
伝
本
考
続
　
1
」

（和
歌文
学
会
例
会
　
一
九
九
五
年
五
月
二
〇
日
）
・
「
『
俊
頼
髄
脳
』
の
題
詠
論
に
つ
い
て
」
（
コ
ニ
田
国
文
』
二
四
　
一
九
九
七
年
一
二
月
）
〉
。

そ
の
要
点
は
、
久
曾
神
昇
氏
の
い
う
甲
本
の
形
態
（
歌
数
・
歌
順
・
項
目
の
増
減
な
ど
の
外
形
的
要
素
）
を
基
本
と
し
て
諸
本
を
分
類
し
直
し
、

広
本
（
甲
・
乙
）
を
1
類
と
し
て
、
「
逸
脱
本
の
う
ち
、
完
本
と
祖
本
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
」
（
赤
瀬
論
文
）
伝
本
を
n
類
と
し
て
分

類し
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
甲
・
乙
を
1
類
（
イ
）
（
ロ
）
と
し
、
丙
類
を
1
1
類
と
し
て
ま
と
め
、
「
唯
独
自
見
抄
」
を
m
類

と
し
て
別
類
に
し
て
い
る
。

　そ
し
て
、
日
比
野
浩
信
氏
に
よ
る
久
遍
宮
家
旧
蔵
本
の
公
刊
く
『
久
遁
宮
家
旧
蔵
本
　
俊
頼
無
名
抄
の
研
究
』
（
未
刊
国
文
資
料
一
九
九
五

年
一
二
月
）
V
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
顕
昭
本
俊
頼
髄
脳
」
や
「
唯
独
自
見
抄
」
の
翻
刻
〈
俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
顕
昭
本
俊
頼
髄
脳
』
二

九
九
六年
三
月
）
、
同
会
『
唯
独
自
見
抄
』
（
一
九
九
七
年
一
二
月
）
〉
の
刊
行
な
ど
、
諸
本
研
究
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
　
　
　
　
一

思
わ

れ
る
。
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　そこ
で
、
本
稿
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
諸
本
論
の
参
考
に
資
す
る
目
的
で
、
顕
昭
著
『
袖
中
抄
』
所
引
の
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て
、
取
り
　
　
　
　
一

上
げ
る
。
た
だ
、
顕
昭
の
各
歌
語
に
つ
い
て
の
考
察
や
『
俊
頼
髄
脳
』
以
外
の
文
献
の
引
用
状
況
、
ま
た
、
他
の
顕
昭
の
著
作
の
場
合
に

も
ひ
ろ
く
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
多
く
は
省
略
し
た
。

二

　
文治
元
（
＝
八
五
）
年
か
ら
二
、
三
年
の
間
に
成
立
し
た
か
と
さ
れ
る
『
袖
中
抄
』
は
、
歌
語
毎
に
項
目
立
て
し
て
用
例
と
し
て
の
和

歌を
掲
げ
、
出
典
考
証
、
従
来
の
諸
説
の
比
較
検
討
を
踏
ま
え
て
、
多
く
の
関
連
す
る
文
献
に
わ
た
り
、
博
引
芳
証
の
上
、
自
ら
の
考
察

を
展
開
す
る
と
い
う
方
法
で
歌
語
の
注
釈
を
し
て
い
る
。
顕
昭
の
前
に
は
、
さ
い
わ
い
歌
語
に
つ
い
て
の
考
察
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
そ
の

著作
が
集
成
的
性
格
を
持
つ
ひ
と
つ
の
所
以
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
れ
よ
り
七
十
年
ほ
ど
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
俊
頼
髄
脳
』



の

場
合も
、
『
袖
中
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
部
分
は
和
歌
を
注
解
す
る
個
所
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
同
様
に
証
歌
と
な
る
例
歌
を
掲
げ
、

故
事な
ど
に
関
わ
り
そ
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
俊
頼
説
を
遡
る
歌
注
を
見
い
だ
し
が
た
い
こ
と
の
多
い
現
状
か
ら
推
測
す

る
に
、
先
行
す
る
和
歌
式
、
歌
論
議
な
ど
髄
脳
の
類
は
少
な
く
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
歌
語
の
注
釈
書
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
参
考
に
し
う
る

文
献
に

恵ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　さ
て
、
『
袖
中
抄
』
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
を
「
無
名
抄
云
」
な
ど
と
し
て
引
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
両
書
の
位
相
の
相
違

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
引
用
の
仕
方
と
引
用
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
お
、
『
袖
中
抄
』
は
、
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
（
橋

本
不
美男
・
後
藤
祥
子
著
）
所
収
の
も
の
を
用
い
た
が
、
本
文
掲
出
の
際
は
同
書
の
校
合
な
ど
を
参
看
し
て
便
宜
上
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
ま
た
、
『
俊
頼
髄
脳
』
は
、
定
家
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
丑
・
二
二
）
に
よ
り
、
顕
昭
本
と
唯
独
自
見
抄
は
、
そ
れ
ぞ

れ前
述
の
俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
刊
行
の
も
の
に
よ
っ
た
が
、
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
の
翻
刻
基
準
に
あ
わ
せ
て
、
濁
点
を
施
し
句
読
点
　
　
　
　
｝

を
う
つ
か
わ
り
に
一
字
分
の
空
白
を
設
け
た
り
し
て
一
部
改
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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ま
ず
、
『
俊
頼
髄
脳
』
（
『
袖
中
抄
』
で
は
「
無
名
抄
」
と
い
う
書
名
で
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
適
宜
使
い
分
け
る
こ
と
と
す
る
）
が
、
『
袖
　
　
　
　
一

中
抄
』
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
個
所
を
一
覧
表
に
し
て
示
し
て
お
く
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
俊
頼
髄
脳
』
の
当
該
個
所
は
、
新
編
国
歌

大
観第
五
巻
に
準
じ
た
歌
番
号
（
顕
昭
本
独
自
の
歌
は
直
前
の
歌
の
番
号
に
「
b
」
を
加
え
て
示
す
）
に
よ
り
、
『
袖
中
抄
』
の
場
合
は
、
項
目

名
と
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
の
頁
で
、
指
し
示
し
て
い
る
。

「袖中
抄
」
所
引
「
無
名
抄
」
　
一
覧

俊
頼
髄脳
・
歌
番
号

袖中
抄
の
項
目

袖中
抄
の
校
本
と
研
究
・
頁

『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
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　第
一
に
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
記
述
に
忠
実
か
と
い
う
と
、
案
外
に
恣
意
的
で
あ
る
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「
無
名
抄
」
と
い
う
書
名
に
言
及
し
な
が
ら
本
文
を
省
略
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
「
ア
ケ
ノ
ソ
ホ
ブ
ネ
」
の
項
に
「
無
名
抄
綺
語
抄
奥

義
抄
童
蒙
抄
等
二
此
ソ
ホ
フ
ネ
ノ
事
ア
カ
サ
ズ
　
可
秘
蔵
事
欺
」
と
あ
る
な
ど
は
も
と
も
と
引
く
べ
き
本
文
が
な
い
場
合
だ
が
、
「
ク
メ
ヂ

ノ
ハ
シ
」
の
項
に
「
無
名
抄
云
　
大
旨
同
躰
な
れ
ば
不
書
之
　
延
能
行
者
と
書
る
を
な
む
世
人
難
け
る
　
役
の
行
者
と
可
書
な
り
」
と
あ

る
の
は
省
略
に
し
た
が
っ
た
例
。
な
お
、
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』
の
頭
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
延
能
」
と
表
記
す
る
本
文
を
持
つ
の

は
広
本
系
の
諸
本
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ス
ガ
ル
ナ
ク
野
」
の
項
の
「
コ
ノ
ス
ガ
ル
ヲ
バ
無
名
抄
　
綺
語
抄
　
奥
義
抄
　
童
蒙
抄
等
ニ
ミ

ナ

鹿
ヲ
云
ゾ
ト
イ
ヘ
リ
或
ハ
ワ
カ
キ
シ
カ
ト
モ
イ
ヘ
リ
」
や
「
タ
ノ
ム
ノ
カ
リ
」
の
項
の
「
今
案
二
此
両
説
ニ
ツ
キ
テ
無
名
抄
綺



語
抄　
奥
義
抄
　
童
蒙
抄
等
オ
ナ
ジ
ク
ニ
ノ
義
ヲ
イ
ヒ
ノ
ベ
テ
　
鹿
狩
ハ
イ
ハ
レ
ズ
　
田
ノ
面
ト
イ
フ
ヲ
ヨ
キ
義
ニ
モ
チ
ヰ
タ
リ
」
（
た
だ

少し
前
に
「
俊
頼
ハ
田
ノ
オ
モ
ノ
カ
リ
ト
イ
ヘ
リ
…
」
と
俊
頼
説
に
言
及
し
て
い
る
）
は
、
諸
書
の
内
容
を
一
括
し
て
ま
と
め
て
い
る
（
他
に
「
シ

デノ
タ
ヲ
サ
」
の
項
）
。

　ま
た
、
一
部
分
の
み
引
用
し
た
り
、
内
容
を
要
約
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
。
「
ノ
モ
リ
ノ
カ
ご
ミ
」
の
項
は
、
「
顕
昭
云
」
と
し
て
鷹
狩
り

の

鷹
の

行
方を
野
に
あ
る
水
に
写
っ
た
こ
と
で
捜
し
当
て
た
野
守
の
話
を
述
べ
て
、
「
無
名
抄
ニ
ハ
此
事
ヲ
イ
フ
ニ
天
智
天
皇
ト
書
リ
　
イ

ヅ
レ
ト
サ
ダ
メ
ガ
タ
ケ
レ
ド
古
ヨ
リ
多
ハ
雄
略
ト
カ
ケ
リ
　
又
彼
天
皇
カ
リ
ヲ
コ
ノ
ミ
給
ヨ
シ
国
史
等
ニ
ミ
エ
タ
リ
」
と
天
皇
の
名
の
異

同
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
前
半
は
「
顕
昭
云
」
以
下
と
同
様
の
内
容
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
引
用
を
省
略
し
、
次
に
「
又
野
守
鏡
ト
ハ
徐
君

ガ

鏡
也…
イ
ヅ
レ
カ
マ
コ
ト
ナ
ラ
ム
ト
カ
ケ
リ
」
と
後
半
部
の
み
を
引
く
（
こ
の
項
に
つ
い
て
な
お
後
述
）
。

「
ハナ
チ
ド
リ
」
の
項
に
「
無
名
抄
云
　
ハ
ナ
チ
ド
リ
ツ
バ
サ
ノ
ナ
キ
ヲ
ト
ブ
カ
ラ
ニ
イ
カ
デ
ク
モ
ヰ
ヲ
オ
モ
ヒ
カ
ク
ラ
ム
　
是
バ
カ
ヒ
　
　
　
　
一

ナ
ド
シ
タ
ル
鳥
ノ
ツ
バ
サ
ノ
ナ
キ
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
ヨ
メ
ル
也
　
ハ
マ
チ
ド
リ
ニ
マ
ギ
ル
レ
バ
別
注
ト
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
最
後
の
一
文
は
、
『
袖
　
　
　
2
1

中
抄
の
校
本
と
研
究
』
の
頭
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
今
歌
（
九
九
六
）
「
わ
す
れ
な
ん
と
き
し
の
べ
と
そ
は
ま
ち
ど
り
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
　
　
　
　
一

ぬあ
と
を
と
ゴ
む
る
」
を
掲
げ
、
「
こ
れ
は
ち
ど
り
〔
は
ま
千
鳥
1
1
顕
昭
本
〕
の
寄
也
　
ま
ぎ
る
れ
ば
か
け
る
〔
か
き
て
候
1
1
顕
昭
本
〕
な

り
」
（
定
家
本
）
と
述
べ
る
『
俊
頼
髄
脳
』
の
内
容
を
要
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「イ
ナ
フ
ネ
」
の
項
に
「
無
名
抄
ニ
ハ
　
此
河
イ
ヅ
モ
ノ
ク
ニ
・
ア
リ
　
ハ
ヤ
キ
カ
バ
ニ
テ
　
ノ
ボ
ル
ニ
ハ
四
五
日
許
　
ク
ダ
レ
バ
タ
“

一日
ナ
リ
　
イ
ナ
フ
ネ
ハ
サ
キ
ノ
定
二
両
義
也
」
と
あ
る
。
『
俊
頼
髄
脳
』
を
み
る
と
、
最
後
の
一
文
は
「
さ
れ
ば
の
ぼ
り
ざ
ま
に
は
か
し

ら
を
ふ
り
て
の
ぼ
り
か
た
け
れ
ば
い
な
ふ
ね
と
は
申
に
や
　
い
ね
つ
み
た
る
ふ
ね
を
い
ふ
ぞ
な
ど
申
人
も
あ
る
に
や
」
（
定
家
本
）
と
あ
る
。

「いな
ふ
ね
」
を
め
ぐ
る
二
説
が
、
す
で
に
述
べ
た
説
（
顕
昭
考
あ
る
い
は
直
前
に
引
く
童
蒙
抄
の
中
に
も
み
え
る
）
と
重
複
す
る
た
め
に
、

要
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
改
変
、
省
略
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
「
ク
モ
ノ
ハ
タ
テ
」
の
項
に
「
無
名
抄
云
ト
ヨ
ハ
タ
グ
モ
ト
イ
フ
雲
ノ

『袖
中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て



『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て

ハタ
テ
ト
云
モ
同
事
也
　
日
ノ
イ
ラ
ム
ト
ス
ル
時
二
西
ノ
山
ギ
ハ
ニ
ア
カ
ク
サ
マ
＜
ナ
ル
雲
ノ
ミ
ユ
ル
ガ
　
旗
ノ
足
ノ
風
ニ
フ
カ
レ
テ

サ

ハグ
ニ
・
タ
ル
也
」
以
下
、
当
該
部
分
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
な
お
、
『
袖
中
抄
』
の
引
用
に
は
、
こ
の
す
ぐ
後
「
俊
頼
髄
脳
」
諸
本

のも
つ
「
は
た
と
い
ふ
は
つ
ね
に
み
ゆ
る
佛
の
御
ま
へ
に
か
く
る
は
た
に
は
あ
ら
ず
　
ま
こ
と
の
儀
式
に
た
て
た
〉
か
ひ
の
庭
な
ど
に
た
つ
る
は
た

な
り
」
の
一
文
が
無
い
）
が
、
『
俊
頼
髄
脳
』
は
、
『
袖
中
抄
』
の
掲
げ
る
「
ユ
フ
サ
レ
バ
ク
モ
ノ
ハ
タ
テ
ニ
モ
ノ
ゾ
オ
モ
フ
…
」
の
他
、
も

う
一
首
万
葉
歌
を
な
ら
べ
て
掲
げ
て
い
る
た
め
に
、
『
俊
頼
髄
脳
』
が
「
さ
れ
ば
こ
よ
ひ
の
月
は
す
み
あ
か
か
ら
ん
と
よ
め
る
な
り
　
つ
ぎ

の

歌は
…
」
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
「
サ
レ
バ
万
葉
寄
ニ
　
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ト
ヨ
ハ
タ
雲
ニ
イ
リ
ヒ
サ
シ
コ
ヨ
ヒ
ノ
月
夜
ス
ミ
ア
カ
ク
コ
ソ
ト
ヨ

メ
リ
　
次
ニ
ク
モ
ノ
ハ
タ
テ
ノ
寄
ハ
…
」
と
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
タ
マ
キ
ハ
ル
」
の
項
で
の
引
用
「
…
又
タ
マ
キ
ハ
ル
ウ
チ
ノ
オ
ホ
ノ
ト
イ
ヒ
　
タ
マ
キ
ハ
ル
イ
ハ
ガ
キ
ブ
チ
ト
イ
フ

寄　
ハ
ジ
メ
ノ
ニ
カ
バ
レ
ド
…
」
は
、
既
に
掲
出
し
た
歌
を
引
用
の
解
説
中
で
完
全
な
形
で
引
か
な
い
例
で
あ
る
（
こ
の
他
、
引
用
歌
の
詞
　
　
　
一

書
な
ど
を
省
略
し
語
釈
を
部
分
的
に
引
く
例
と
し
て
「
ハ
モ
リ
ノ
カ
ミ
」
、
「
オ
キ
ナ
サ
ビ
」
の
項
な
ど
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

「コ
シ

ア
メ
」
の
項
に
「
無
名
抄
云
　
（
A
）
ハ
ニ
フ
ノ
コ
ヤ
ト
云
ハ
…
ヒ
ロ
ヒ
シ
キ
タ
ル
ヲ
申
ト
カ
ヤ
　
（
B
）
コ
シ
ア
メ
ト
云
ハ
…
　
　
　
一

ヌ
ル
・
ヲ
云
ベ
キ
ニ
ヤ
」
（
A
B
の
記
号
は
稿
者
が
付
す
）
と
引
く
が
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
記
述
は
、
B
A
の
順
で
、
B
と
A
の
間
に
万
葉
歌

（
二
六
八三
）
「
ひ
さ
か
た
の
は
に
ふ
の
こ
や
に
こ
し
雨
ふ
り
…
」
を
載
せ
る
（
『
袖
中
抄
』
は
同
じ
万
葉
歌
を
項
目
の
最
初
に
掲
げ
て
い
る
）
。

「カ
ツ
シ
カ
ワ
セ
」
の
項
で
は
、
A
「
無
名
抄
云
　
カ
ツ
シ
カ
ワ
セ
ヲ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
・
…
ト
ク
イ
デ
キ
タ
ル
イ
ネ
ヲ
イ
フ
ナ
リ
」
が
ま

ず
引
か
れ
、
後
に
分
け
て
B
「
無
名
抄
云
　
ニ
ヱ
ス
ト
モ
ト
云
ハ
…
コ
・
ロ
ザ
シ
ア
ル
サ
マ
ヲ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
」
と
引
く
。
『
俊
頼
髄
脳
』
の

記
述は
、
万
葉
歌
（
三
三
八
六
）
「
に
ほ
ど
り
の
か
つ
し
か
わ
せ
を
に
え
す
と
も
…
」
と
古
今
六
帖
所
収
歌
「
我
や
ど
の
わ
さ
だ
か
り
あ
げ

て
に
え
す
と
も
…
」
の
二
首
を
掲
げ
（
『
袖
中
抄
」
は
万
葉
歌
の
み
を
掲
げ
る
）
、
B
A
の
順
で
述
べ
、
B
と
A
の
間
に
「
は
じ
め
の
う
た
の
に

ほ
ど
り
の
と
い
へ
る
〔
五
も
じ
は
は
じ
め
て
と
云
つ
る
こ
と
ば
な
り
　
あ
た
ら
し
と
云
へ
る
こ
と
を
ば
に
ゐ
と
云
る
〕
お
な
じ
事
に
や
」

（定
家
本
に
よ
る
が
〔
〕
内
を
欠
き
顕
昭
本
で
補
う
）
の
一
文
が
あ
る
。



「タ
マ
ハ
・
キ
」
の
項
で
「
…
但
此
タ
マ
ハ
・
キ
ノ
寄
ハ
　
昔
京
極
ノ
御
息
所
ト
申
ハ
時
平
ノ
大
臣
ノ
御
娘
也
」
の
あ
と
、
『
俊
頼
髄
脳
』

は
寛
平
法
皇
が
京
極
御
息
所
の
入
内
を
妨
げ
た
説
話
を
述
べ
て
い
る
が
、
『
袖
中
抄
』
は
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
続
く
志

賀
寺
の
老
法
師
と
の
や
り
と
り
も
比
較
す
る
と
簡
略
で
あ
る
。

四

　

『袖中
抄
』
所
引
の
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
は
、
後
述
の
よ
う
に
略
本
系
の
本
文
が
一
部
交
じ
る
事
が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
広
本
系
の

本
文
であ
る
こ
と
は
確
か
で
、
概
し
て
言
う
と
定
家
本
に
よ
る
率
が
高
い
（
理
屈
か
ら
い
う
と
顕
昭
本
を
引
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
実
際
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

違う
）
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
短
文
の
例
を
一
二
あ
げ
る
。
「
ユ
フ
ツ
ケ
ド
リ
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　無名
抄
云
　
ユ
フ
ツ
ケ
ド
リ
ト
ハ
鶏
ノ
名
ナ
リ
　
ニ
ハ
ト
リ
ニ
ユ
フ
ヲ
ツ
ケ
テ
山
ニ
ハ
ナ
ツ
祭
ノ
ア
ル
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定家
本
は
同
文
（
久
通
宮
本
は
「
ゆ
ふ
つ
け
て
」
と
あ
る
ほ
か
は
同
じ
）
。
こ
れ
に
対
し
て
顕
昭
本
に
は
「
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
と
は
鶏
を
い
ふ
也
　
鶏
　
　
　
2
3

に
ゆ
ふ
を
つ
け
て
山
に
は
な
つ
祭
あ
る
と
か
や
」
と
あ
る
。
ま
た
「
サ
ク
サ
メ
ノ
ト
ジ
」
の
項
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　…
無
名
抄
ニ
ハ
　
行
成
大
納
言
ノ
カ
キ
タ
リ
ケ
ル
後
撰
ニ
　
ハ
テ
ノ
ト
シ
ト
イ
ヘ
ル
文
字
ヲ
刀
自
ト
カ
・
レ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ア
ハ
セ
テ

　
　匡
房
中
納
言
ノ
申
ハ
　
サ
ク
サ
メ
ト
ハ
シ
ウ
ト
メ
ノ
異
名
也
ト
ゾ
申
シ
　
サ
レ
バ
ア
ノ
寄
ノ
ハ
テ
ノ
ト
シ
ト
云
ヘ
ル
コ
ト
ハ
　
年
ニ

　　
ハ
ア
ラ
デ
刀
自
ニ
テ
有
ケ
ル
ナ
メ
リ
ト
ゾ
キ
コ
ユ
ル
云
々

と
あ
る
が
、
『
袖
中
抄
』
は
全
文
を
引
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
『
俊
頼
髄
脳
』
は
『
後
撰
集
』
一
二
六
〇
番
と
一
二
六
一
番
の
贈
答
を

あ
げ
、
「
是
は
後
撰
の
う
た
也
　
人
の
む
こ
の
ひ
さ
し
く
み
え
ざ
り
け
れ
ば
し
う
と
め
な
り
け
る
女
の
む
こ
の
が
り
や
り
け
る
寄
也
　
さ
く

さ
め
の
と
い
へ
る
事
し
れ
る
人
な
し
」
と
記
し
、
以
下
に
『
袖
中
抄
』
所
引
の
文
が
続
く
。
末
尾
の
一
文
つ
い
て
定
家
本
は
『
袖
中
抄
』

所引
の
文
と
同
文
（
「
あ
の
う
た
」
の
あ
が
ミ
セ
ケ
チ
で
「
か
」
に
な
っ
て
い
る
）
で
あ
る
が
、
顕
昭
本
は
「
さ
れ
ば
そ
の
寄
の
は
て
の
と
し
と

云る
は
と
し
に
は
あ
ら
で
刀
自
也
　
そ
の
し
う
と
め
が
刀
自
に
て
あ
り
け
る
な
め
り
と
そ
き
こ
ゆ
る
」
（
傍
線
は
稿
者
、
な
お
久
還
宮
本
は
「
あ

『袖
中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て



「袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て

の寄
」
と
あ
る
ほ
か
は
同
じ
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
袖
中
抄
』
は
定
家
本
の
欠
落
（
傍
線
部
）
の
ま
ま
に
引
用
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
が
、
定
家
本
と
顕
昭
本
と
で
、
語
句
の
レ
ベ
ル
は
と
も
か
く
、
内
容
に
か
か
わ
っ
て
異
同
の
あ
る
段
で
、
『
袖
中
抄
』
所
引
の
文

に

混
態
の
みら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
例
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
み
た
い
。
「
セ
リ
ツ
ミ
シ
ム
カ
シ
ノ
ヒ
ト
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
無名
抄
云
　
コ
レ
ハ
文
書
二
献
芹
ト
申
本
文
候
ヘ
ド
カ
ナ
ヒ
候
ハ
ズ
　
タ
“
物
語
二
人
ノ
申
ハ
　
コ
・
ノ
ヱ
ノ
ウ
チ
ニ
ト
ノ
モ
リ
ヅ

　
　カ
サ
ナ
ド
ニ
ヤ
　
朝
ギ
ヨ
メ
ス
ル
物
ノ
ニ
ハ
・
キ
タ
テ
ル
ヲ
リ
ニ
・
バ
カ
ニ
風
ノ
ミ
ス
ヲ
フ
キ
ア
ゲ
タ
ル
ニ
　
后
ノ
モ
ノ
メ
シ
ケ
ル

　
　
ニ
セ
リ
ト
ミ
ユ
ル
物
ヲ
メ
シ
ケ
ル
ヲ
ミ
テ
　
人
シ
レ
ズ
物
思
ニ
ナ
リ
テ
イ
カ
デ
今
ヒ
ト
タ
ビ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ン
ト
思
ケ
レ
ド
ス
ベ
キ

　
　様
モ
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
　
メ
シ
・
セ
リ
ヲ
思
出
デ
・
セ
リ
ヲ
ツ
ミ
テ
ミ
ス
ノ
風
ニ
フ
キ
ア
ゲ
タ
リ
シ
御
ス
ノ
ア
タ
リ
ニ
ヲ
キ
ケ
リ
　
年

　
　ヲ
フ
レ
ド
モ
サ
セ
ル
シ
ル
シ
モ
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
ツ
イ
ニ
ヤ
マ
フ
ニ
ナ
リ
テ
ウ
セ
ナ
ン
ト
シ
ケ
ル
ポ
ド
ニ
　
メ
ニ
モ
ア
キ
ラ
メ
デ
シ
ナ

　
　ム
ガ
イ
ブ
セ
サ
ニ
　
コ
ノ
病
ハ
サ
ル
ベ
キ
ニ
テ
ツ
キ
タ
ル
病
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
　
シ
カ
＜
ア
リ
シ
事
ニ
ョ
リ
テ
物
思
ニ
ナ
リ
テ
ウ
セ
ヌ
　
　
　
一

　
　
ル
ナリ
　
我
ヲ
イ
ト
ヲ
シ
ト
思
ハ
ぐ
セ
リ
ヲ
ツ
ミ
テ
功
徳
ニ
ツ
ク
レ
ト
イ
キ
ノ
シ
タ
ニ
云
テ
ウ
セ
パ
テ
ニ
ケ
リ
　
其
後
イ
ヒ
ヲ
キ
シ
　
　
　
2
4

　
　ゴト
ク
ニ
セ
リ
ヲ
ツ
ミ
テ
仏
ニ
マ
イ
ラ
セ
僧
ニ
ク
ハ
セ
ナ
ム
ド
ゾ
シ
ケ
ル
　
ソ
レ
ガ
ム
ス
メ
ノ
其
宮
ノ
女
官
ニ
ナ
リ
テ
ハ
ベ
リ
ケ
ル
　
　
　
一

　
　
ガ

此
物
語ヲ
シ
ケ
ル
ヲ
キ
コ
シ
メ
シ
テ
　
ア
ハ
レ
ガ
ラ
セ
給
テ
我
コ
ソ
芹
ヲ
バ
ク
ヒ
テ
サ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
ミ
ヘ
タ
リ
シ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ボ
ユ

　
　
レ
ト
ノ
給
テ
　
其
女
官
ヲ
常
ニ
メ
シ
テ
ア
ハ
レ
ニ
セ
サ
セ
給
　
其
后
ハ
嵯
峨
ノ
后
ト
ゾ
申
ケ
ル
云
々

次
に定
家
本
で
『
俊
頼
髄
脳
』
を
あ
げ
て
比
較
す
る
。

　
　
　
　
せり
つ
み
し
む
か
し
の
人
も
我
ご
と
や
心
に
物
は
か
な
は
ざ
り
け
ん

　
　こ
れ
は
文
し
よ
に
け
ん
き
ん
と
申
本
文
也
と
ぞ
う
た
が
へ
ど
も
お
ぼ
つ
か
な
し
　
た
ゴ
物
が
た
り
に
人
の
申
は
　
こ
〉
の
へ
の
う
ち

　
　
に
あ
さ
ぎ
よ
め
す
る
も
の
x
に
は
x
き
た
て
る
お
り
に
に
は
か
に
か
ぜ
の
み
す
を
ふ
き
あ
げ
た
り
け
る
に
　
き
さ
き
の
物
め
し
け
る

　
　
に

せり
と
み
ゆ
る
物
を
め
し
け
る
を
み
て
　
人
し
れ
ず
も
の
お
も
ひ
に
な
り
て
い
か
で
い
ま
ひ
と
た
び
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
も
ひ

　
　け
れ
ど
す
べ
き
や
う
も
な
か
り
け
れ
ば
　
め
し
し
せ
り
を
お
も
ひ
い
で
〉
せ
り
を
つ
み
て
み
す
の
風
に
ふ
き
あ
げ
ら
れ
た
り
し
み
す



　
　
のあ
た
り
に
を
き
け
り
　
と
し
を
ふ
れ
ど
も
さ
せ
る
し
る
し
も
な
か
り
け
れ
ば
つ
ゐ
に
や
ま
ひ
に
な
り
て
う
せ
な
ん
と
し
け
る
ほ
ど

　
　
に　
め
に
も
あ
き
ら
め
で
し
な
ん
が
い
ぶ
せ
さ
に
　
此
や
ま
い
は
さ
る
べ
き
に
て
つ
き
た
る
や
ま
ひ
に
あ
ら
ず
　
し
か
く
あ
り
し

　
　
事
に
よ
り
て
物
お
も
ひ
に
な
り
て
う
せ
ぬ
る
な
り
　
わ
れ
を
い
と
お
し
と
お
も
は
ぶ
せ
り
を
つ
み
て
く
ど
く
に
つ
く
れ
と
い
き
の
し

　
　
た

に

い

ひ
て
う
せ
は
て
に
け
り
　
そ
の
〉
ち
い
ひ
を
き
し
ご
と
く
に
せ
り
を
つ
み
て
ほ
と
け
に
ま
い
ら
せ
そ
う
に
く
は
せ
な
ど
そ
し

　
　け
る
　
そ
れ
が
む
す
め
の
そ
の
み
や
の
に
よ
く
は
ん
に
な
り
て
は
べ
り
け
る
が
こ
の
物
が
た
り
を
し
け
る
を
き
こ
し
め
し
て
　
あ
は

　
　
れ
がら
せ
給
て
わ
れ
こ
そ
せ
り
を
ば
く
ひ
て
さ
る
者
に
は
み
え
た
り
し
や
う
に
は
お
ぼ
ゆ
れ
と
の
給
ひ
て
　
そ
の
に
よ
く
は
ん
を
つ

　
　
ね
に

め
し
て
あ
は
れ
に
せ
さ
せ
給
け
る
　
そ
の
き
さ
き
は
さ
が
の
き
さ
き
と
そ
申
け
る
　
さ
も
や
お
ぼ
し
け
ん
　
つ
ね
に
み
そ
か
事

　
　を
こ
の
み
て
つ
ね
に
陣
な
に
の
と
に
い
で
給
け
る
　
い
ち
ど
は
く
だ
物
と
お
ぼ
し
く
な
が
ひ
つ
に
い
り
て
ぞ
い
で
給
け
る
　
も
ち
た

　
　て
ま
つ
り
け
る
げ
す
さ
や
心
え
た
り
け
ん
こ
、
ろ
を
あ
は
せ
て
　
さ
か
さ
ま
に
た
て
ま
つ
り
た
り
け
れ
ば
か
ほ
に
ち
た
ま
り
て
た
へ
　
　
　
一

　
　
が
た
く
お
ぼ
し
て
ほ
か
あ
る
き
そ
れ
よ
り
そ
こ
り
て
と
x
と
り
に
け
る
と
物
が
た
り
に
人
の
し
け
る
と
か
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
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　こ
と
し
げ
し
し
ば
し
は
た
て
れ
よ
ひ
の
ま
に
を
け
ら
ん
露
は
い
で
〉
は
ら
は
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
此
寄
そ
そ
の
后
の
御
寄
と
て
は
し
に
も
し
る
し
申
た
る
こ
と
ば
に
は
　
う
へ
わ
た
ら
せ
給
た
り
け
る
お
り
に
と
そ
あ
れ
ど
こ
の
物
が

　
　
た
り
を
う
け
給
て
の
ち
に
は
さ
や
う
の
み
そ
か
人
に
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
う
た
に
や
と
そ
お
ぼ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

ま
ず
、
「
せ
り
つ
み
し
む
か
し
の
人
も
…
」
の
一
首
は
『
袖
中
抄
』
も
項
目
の
は
じ
め
に
掲
げ
て
い
る
古
歌
で
あ
る
が
、
『
袖
中
抄
』
の
引

用

末
尾
の

「
云々

」
の
後
に
、
『
俊
頼
髄
脳
』
は
さ
ら
に
嵯
峨
の
后
の
密
か
事
を
好
ん
だ
話
を
記
し
、
『
後
撰
集
』
入
集
歌
の
作
歌
事
情
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

言
及
し
て
い
る
。
『
袖
中
抄
』
は
そ
れ
ら
後
半
を
全
て
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
冒
頭
部
分
で
は
『
袖
中
抄
』
所
引
は
「
コ
レ

ハ文
書
二
献
芹
ト
申
本
文
候
ヘ
ド
カ
ナ
ヒ
候
ハ
ズ
…
」
と
あ
っ
て
、
定
家
本
（
久
遁
宮
本
は
「
是
は
献
芹
と
申
本
文
也
　
そ
れ
と
ぞ
う
た
が
え

ど
も
お
ぼ
つ
か
な
し
…
」
と
あ
っ
て
「
文
書
に
」
を
欠
く
。
な
お
定
家
本
は
「
文
し
よ
」
の
右
に
「
文
選
」
の
傍
書
が
あ
る
）
の
記
述
に
比
べ
、
一

首
が
「
献
芹
」
を
ふ
ま
え
る
こ
と
を
つ
よ
く
否
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
顕
昭
本
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
て
『
袖
中
抄
』
所
引
に
近
い

『袖
中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て



『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て

本
文
であ
る
。

　
　
　
　
せり
つ
み
し
昔
の
人
も
我
ご
と
や
心
に
物
は
か
な
は
ざ
り
け
む

　
　
是は
文
書
に
献
芹
と
申
事
候
へ
ど
か
な
ひ
候
は
ず
　
た
ぶ
物
語
に
申
は
　
こ
x
の
へ
の
う
ち
に
庭
は
く
も
の
な
ど
申
す
は
と
の
も
り

　
　
つ
かさ
な
ど
に
や
　
庭
を
は
き
あ
る
き
け
る
に
　
后
の
御
か
た
に
て
風
の
御
簾
を
俄
に
ふ
き
あ
げ
た
り
け
る
に
せ
り
を
め
し
け
る
に

　
　
見
て

物
思
に
な
り
て
人
し
れ
ず
お
も
ひ
あ
る
き
て
　
い
か
で
い
ま
一
ど
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
思
け
れ
ど
　
す
べ
き
や
う
も
な
か
り
け

　
　
れ
ば
め
し
x
せ
り
を
思
ひ
い
で
〉
せ
り
を
つ
み
て
み
す
の
か
ぜ
に
ふ
き
あ
げ
ら
れ
た
り
し
み
す
の
あ
た
り
に
を
き
け
り
　
年
ふ
れ
ど

　
　も
さ
せ
る
し
る
し
も
な
か
り
け
れ
ば
　
つ
ひ
に
病
に
な
り
て
う
せ
な
ん
と
し
け
る
ほ
ど
に
め
に
も
し
ら
せ
で
し
な
ん
が
い
ぶ
せ
さ
に

　
　
此病
は
さ
る
べ
き
に
て
う
け
た
る
病
に
あ
ら
ず
　
し
か
く
あ
り
し
事
に
よ
り
て
物
思
に
な
り
て
う
せ
ぬ
る
也
　
我
を
い
と
を
し
と

　
　思は
ぶ
せ
り
つ
み
て
功
徳
に
つ
く
れ
と
い
き
の
し
た
に
い
ひ
て
う
せ
は
て
に
け
り
　
其
後
い
ひ
を
き
し
ご
と
く
に
せ
り
つ
み
て
佛
に
　
　
　
　
一

　
　ま
い
ら
せ
や
僧
に
く
は
せ
な
ど
そ
し
け
る
　
そ
れ
が
娘
の
其
宮
の
女
官
に
な
り
て
侍
け
る
が
此
物
語
し
け
る
を
き
こ
し
め
し
て
あ
は
　
　
　
2
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　れ
がら
せ
給
ひ
て
さ
る
物
に
は
み
へ
し
や
う
に
お
ぼ
ゆ
れ
と
の
給
て
其
女
官
を
つ
ね
に
め
し
よ
せ
て
あ
は
れ
に
せ
さ
せ
給
け
る
其
后
　
　
　
一

　
　
は
さ
が
の
后
と
そ
申
け
る
　
さ
も
や
お
ぼ
し
け
ん
　
つ
ね
に
み
そ
か
ご
と
を
こ
の
み
て
常
に
陣
の
と
に
い
で
給
け
る
と
か
や
　
つ
ね

　
　
に
く
だ
物
と
お
ぼ
し
く
て
長
櫃
に
入
て
ぞ
い
で
給
け
る
　
も
ち
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
夫
さ
や
こ
〉
う
え
た
り
け
ん
　
心
を
あ
は
せ

　
　
て
さ
か
さ
ま
に
た
て
く
ま
つ
り
た
り
け
れ
ば
か
を
に
ち
た
ま
り
て
た
へ
が
た
く
お
ぼ
し
て
長
櫃
あ
る
き
そ
れ
よ
り
ぞ
と
s
ま
り
に

　
　け
る
と
人
物
語
に
し
け
る
と
か
や

　
　
　
　こ
と
し
げ
し
し
ば
し
は
た
て
れ
よ
ひ
の
ま
に
を
け
ら
ん
露
は
い
で
x
は
ら
は
む

　
　
此
寄
ぞ

其
后
の

寄と
て
は
し
に
も
し
る
し
申
た
る
こ
と
ば
に
は
う
へ
わ
た
ら
せ
給
た
り
け
る
を
り
に
と
そ
あ
れ
ど
こ
の
物
語
を
う
け

　
　給
は
り
て
後
は
さ
や
う
の
み
そ
か
び
と
に
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
に
や
と
そ
お
ぼ
ゆ
る

し
か
し
、
「
朝
ギ
ヨ
メ
ス
ル
物
ノ
ニ
ハ
・
キ
タ
テ
ル
ヲ
リ
ニ
・
バ
カ
ニ
風
ノ
ミ
ス
ヲ
フ
キ
ア
ゲ
タ
ル
ニ
…
」
以
下
を
比
較
す
る
と
、
『
袖
中



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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抄
」
所
引
の
本
文
は
定
家
本
に
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　こ
の
よ
う
に
定
家
本
と
顕
昭
本
と
の
混
態
と
み
ら
れ
る
例
だ
け
で
は
な
く
、
赤
瀬
知
子
氏
「
『
俊
頼
髄
脳
』
に
お
け
る
享
受
と
諸
本
ー
諸

本
論
の
た
め
の
試
論
1
」
〈
前
掲
〉
が
広
本
と
祖
本
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
た
略
本
分
類
中
の
あ
る
種
の
伝
本
（
伊
倉
史
人
氏
「
『
俊
頼
髄

脳
』
の
伝
本
に
つ
い
て
の
再
検
討
ー
俊
頼
髄
脳
伝
本
考
続
　
ー
」
〈
前
掲
〉
の
い
う
H
類
、
m
類
）
の
本
文
が
入
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合

があ
る
。
赤
瀬
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
「
オ
ニ
ノ
シ
コ
グ
サ
」
の
項
の
引
用
末
尾
の
一
文
「
サ
レ
バ
万
葉
集
ニ
モ
コ
シ

ク
サ
ト
ハ
コ
・
ロ
ザ
シ
ノ
モ
ト
ノ
草
ト
ハ
書
也
」
は
、
定
家
本
「
さ
れ
ば
万
葉
集
に
も
萱
草
を
ば
志
許
の
草
と
は
か
け
る
也
と
そ
人
申
け

る
　
た
ゴ
し
た
し
か
に
み
え
た
る
と
こ
ろ
な
し
　
ふ
る
き
人
の
物
が
た
り
な
れ
ば
ひ
が
事
に
も
や
あ
ら
ん
」
な
ど
の
広
本
と
大
き
く
異
な

り
「
唯
独
自
見
抄
」
に
近
い
（
赤
瀬
氏
は
顕
昭
の
著
作
中
に
引
か
れ
る
「
唯
独
自
見
抄
」
の
本
文
と
近
似
し
た
例
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
が
『
袖
中

抄
』
所
引
の
も
の
に
限
る
と
ほ
か
に
「
モ
・
チ
ド
リ
」
と
「
イ
ワ
シ
ロ
ノ
マ
ツ
　
タ
ム
ケ
ク
サ
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
、
但
し
、
赤
瀬
氏
は
　
　
　
　
一

「
顕昭
は
、
注
釈
書
に
引
用
す
る
際
に
、
顕
昭
本
に
近
似
し
た
『
俊
頼
髄
脳
』
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
内
容
の
『
俊
頼
髄
脳
』
と
の
、
少
な
く
と
も
二
　
　
　
2
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種類
の
『
俊
頼
髄
脳
』
を
用
い
た
と
考
え
る
べ
き
」
と
説
か
れ
る
）
。
ま
た
、
「
ノ
モ
リ
ノ
カ
ご
・
＼
」
の
項
で
野
守
鏡
が
「
徐
君
ガ
鏡
」
で
あ
る
　
　
　
　
一

と
説
く
人
物
を
「
…
ト
ゾ
匡
房
卿
ハ
申
シ
」
と
あ
る
が
、
広
本
は
「
又
人
申
け
る
」
と
匿
名
に
し
て
お
り
（
な
お
顕
昭
本
は
「
匡
房
の
帥
申

さ
れ
し
」
と
傍
書
す
る
）
、
略
本
が
「
匡
房
の
帥
ま
う
さ
れ
し
」
と
す
る
。

　さ
ら
に
一
例
、
次
の
よ
う
な
「
シ
ノ
ブ
モ
ヂ
ズ
リ
」
の
項
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
　
無名
抄
云
　
シ
ノ
ブ
モ
ヂ
ズ
リ
ハ
　
ミ
チ
ノ
ク
ニ
ノ
シ
ノ
ブ
ノ
郡
ニ
　
ミ
ダ
レ
タ
ル
ス
リ
ヲ
コ
ノ
ミ
ス
リ
ケ
ル
ト
ゾ
云
伝
タ
ル
　
所

　
　名
ト
ヤ
ガ
テ
ソ
ノ
ス
リ
ノ
名
ト
ヲ
ツ
“
ケ
テ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
　
遍
照
寺
ノ
御
簾
ノ
ヘ
リ
ニ
ゾ
ス
ラ
レ
テ
ア
リ
シ
ヲ
　
四
五
寸
許
キ
リ
ト

　
　リ
テ
故
帥
大
納
言
ノ
清
和
院
ノ
御
簾
ノ
ヘ
リ
ニ
マ
ネ
バ
レ
テ
ア
リ
シ
カ
バ
世
人
ミ
テ
ケ
ウ
ゼ
シ
　
コ
ノ
ゴ
ロ
バ
ミ
ナ
ヤ
リ
ト
ラ
レ
テ

　
　
ウ
セ
ニ
ケ
ル
ト
カ
ヤ

『
俊
頼
髄脳
』
を
定
家
本
で
示
す
と
（
傍
線
稿
者
）
、

『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て



『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ち
ず
り
た
れ
ゆ
へ
に
み
だ
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に

　
　こ
れ
は
か
は
ら
の
大
じ
ん
の
寄
也
　
し
の
ぶ
も
ち
ず
り
と
い
へ
る
は
　
み
ち
の
く
に
〉
し
の
ぶ
の
こ
ほ
り
と
い
ふ
所
に
み
だ
れ
た
る

　
　
すり
を
も
ち
ず
り
と
い
ふ
な
り
　
そ
れ
を
こ
の
み
す
り
け
る
と
そ
い
ひ
つ
た
へ
た
る
　
所
の
名
と
や
が
て
そ
の
す
り
の
名
と
を
つ
ゴ

　
　け
て
よ
め
る
也
　
遍
照
寺
の
み
す
の
へ
り
に
ぞ
す
ら
れ
て
あ
り
し
を
四
五
す
ん
ば
か
り
き
り
と
り
て
故
帥
大
納
言
さ
ん
さ
う
の
み
す

　
　
の

へり
に
せ
ら
れ
て
あ
り
し
か
ば
世
の
人
み
な
け
う
ぜ
し

顕
昭本
は
傍
線
部
が
「
し
の
ぶ
も
ち
ず
り
と
つ
ぶ
く
べ
き
に
は
あ
ら
ず
」
と
あ
る
な
ど
、
比
較
す
る
と
（
詳
細
は
省
略
す
る
が
）
、
や
は
り
定

家
本
の
方
が
『
袖
中
抄
』
所
引
の
本
文
に
近
い
。
し
か
し
、
「
故
帥
大
納
言
ノ
清
和
院
ノ
御
簾
ノ
ヘ
リ
ニ
マ
ネ
バ
レ
テ
ア
リ
シ
カ
バ
世
人
ミ

テ
ケ
ウ
ゼ
シ
」
の
部
分
に
関
す
る
と
、
定
家
本
の
「
故
帥
大
納
言
さ
ん
さ
う
〈
山
荘
〉
の
み
す
の
へ
り
に
せ
ら
れ
て
あ
り
し
か
ば
世
の
人

みな
け
う
ぜ
し
」
よ
り
、
顕
昭
本
の
「
故
帥
大
納
言
の
せ
い
わ
院
の
み
す
の
へ
り
に
ま
ね
ば
れ
て
候
し
か
ば
世
の
人
見
け
う
ぜ
し
」
が
近
　
　
　
　
一

い

（な
お

『水
左記
』
永
保
元
年
九
月
二
十
六
日
、
同
十
月
十
日
条
に
よ
る
と
俊
房
が
経
信
の
清
和
院
の
家
に
方
違
え
の
た
め
移
っ
た
と
あ
り
、
こ
の
　
　
　
2
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頃帥
大
納
言
経
信
が
清
和
院
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
。
さ
ら
に
、
末
尾
の
「
コ
ノ
ゴ
ロ
ハ
ミ
ナ
ヤ
リ
ト
ラ
レ
テ
ウ
セ
ニ
ケ
ル
ト
カ
　
　
　
一

ヤ
」
は
広
本
に
は
見
ら
れ
な
い
一
文
で
あ
る
が
、
「
唯
独
自
見
抄
」
に
の
み
同
文
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

　日
比
野
浩
信
氏
が
、
「
奥
書
、
形
態
な
ど
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
た
通
り
、
久
遡
宮
本
は
顕
昭
本
の
一
本
ら
し
く
み
ら
れ
る
」
と
紹
介
さ
れ

た
久
通
宮
家
旧
蔵
本
は
、
一
方
、
顕
昭
本
と
明
ら
か
に
異
な
る
本
文
で
定
家
本
と
一
致
す
る
個
所
も
か
な
り
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
顕
昭
本
的
性
格
と
定
家
本
的
性
格
の
両
方
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
久
通
宮
家
旧
蔵
本
の
存
在
は
、
顕
昭

本
と
定
家
本
を
対
立
的
に
と
ら
え
る
立
場
か
ら
は
少
な
か
ら
ぬ
戸
惑
い
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
戸
惑
い
は
、
本
稿

で

『
袖中
抄
』
所
引
の
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
顕
昭
の
著
作
中
に
引
か
れ
た
『
俊
頼
髄
脳
』
の
本
文
が
、
同



様
に
両
方
の
性
格
を
持
ち
（
勿
論
久
遁
宮
本
と
も
異
な
る
）
、
さ
ら
に
は
「
略
本
系
」
や
、
そ
の
中
で
も
特
異
な
位
置
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
唯

独自
見
抄
」
に
の
み
見
出
だ
せ
る
本
文
を
摘
出
で
き
る
事
実
に
対
し
て
既
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
俊
頼
髄
脳
』
は
、
現
存
の
諸
本
の

伝
存
状
況
から
、
俊
頼
の
段
階
で
数
種
の
本
文
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
享
受
の
は
や
い
段
階
で
、
こ
れ
ら
数
種
に
分
類
で

き
る
本
文
が
混
乱
を
き
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

1
　
赤
瀬
氏
は
、
前
者
で
、
注
釈
文
か
ら
推
定
さ
れ
る
歌
本
文
の
異
同
を
検
討
し
て
、
顕
昭
本
が
俊
頼
説
を
忠
実
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

　
に

対し
て
、
定
家
本
は
定
家
説
を
用
い
て
俊
頼
説
を
改
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
後
者
で
は
、
「
従
来
、
顕
昭
本
は
、
完
本

　と
、
よ
り
歌
注
の
少
な
い
逸
脱
本
と
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。
完
本
は
顕
昭
書
写
本
を
比
較
的
忠
実
に
継
承
し
た
も
の
、
逸
脱
本
は
顕
昭
書
写
本

　から
い
く
つ
か
の
歌
注
が
欠
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
逸
脱
本
の
う
ち
、
あ
る
種
の
伝
本
は
、
完
本
と
祖
本
　
　
　
　
一

　を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
後
述
）
。
し
か
も
、
完
本
に
載
せ
る
歌
と
そ
の
注
説
と
が
み
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
隠
題
の
歌
五
首
の
注
説
　
　
　
2
9

　を
、
〔
引
用
略
〕
と
い
う
よ
う
に
、
完
本
と
異
な
り
、
歌
の
前
に
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
逸
脱
本
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
　
　
　
　
一

　は
、
逸
脱
本
の
形
成
に
、
顕
昭
書
写
本
以
外
の
『
俊
頼
髄
脳
』
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
点
を
重

　
視
す

れば
、
逸
脱
本
は
、
従
来
の
よ
う
に
完
本
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
完
本
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き

　も
の
と
思
わ
れ
る
。
〔
後
略
〕
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

2
　
『
袖
中
抄
』
の
諸
本
間
の
異
同
も
看
過
で
き
な
い
う
え
、
藤
田
百
合
子
氏
「
『
新
勅
撰
集
』
と
定
家
歌
学
ー
『
六
百
番
歌
合
』
の
「
か
ひ
や
」

　
と
「
あ
ま
の
ま
て
か
た
」
を
中
心
に
ー
」
（
『
日
本
古
典
文
学
の
諸
相
』
所
収
　
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
と
、
『
袖
中
抄
』
現
行
本
に
は
定
家
説
の

　
混
入
が
認め
ら
れ
る
の
で
「
顕
昭
の
著
作
と
し
て
の
純
一
性
と
い
う
点
か
ら
は
問
題
の
あ
る
書
」
と
い
う
。
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
る
が
、

　定
家
的
な
も
の
に
よ
る
改
変
の
あ
と
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
行
本
に
よ
る
考
察
に
は
限
界
の
あ
る
こ
と
は
銘
記
す
べ

　
き
で
あ
ろ
う
。

3
　
『
四
条
宮
主
殿
集
』
（
後
冷
泉
皇
后
寛
子
に
仕
え
た
女
房
の
家
集
）
前
半
祓
中
に
み
え
る
四
首
の
古
歌
の
一
首
と
し
て
み
え
る
の
が
古
い
例
か
。

　
但し
、
人
生
の
不
如
意
を
嘆
く
意
の
誓
え
と
し
て
、
こ
の
歌
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
『
枕
草
子
』
は
じ
め
諸
書
に
み
え
る
（
日
本
古

『袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て



「
袖中
抄
』
所
引
『
俊
頼
髄
脳
』
に
つ
い
て

　
典
全書
『
狭
衣
物
語
』
（
下
）
補
注
一
〇
）
。

4
　
『
袖
中
抄
』
の
省
略
し
た
後
半
部
に
つ
い
て
、
「
唯
独
自
見
抄
」
は
他
本
に
比
べ
異
同
が
あ
る
。
と
く
に
後
撰
歌
「
こ
と
し
げ
し
…
」
は
帝
に

　奉
っ
た
歌
だ
と
い
う
『
後
撰
集
』
の
詞
書
の
内
容
と
違
い
密
通
の
相
手
に
対
し
て
の
歌
で
は
な
い
か
と
解
釈
す
る
他
本
に
異
を
唱
え
る
よ
う
に

　

『
後
撰集
」
の
詞
書
の
内
容
の
通
り
で
解
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
広
本
的
な
本
文
に
付
さ
れ
た
注
記
が
本
文
化
し
た
た
め
か
文

　
脈
に
は
不
審
な
個
所
が
あ
る
。
な
お
、
「
唯
独
自
見
抄
」
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
唯
濁
自
見
抄
の
性
格
1
異
本
俊
頼
髄
脳
に
つ
い
て
ー
」
（
樋
口
芳

麻呂
編
『
王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
』
所
収
　
一
九
九
七
年
）
参
照
。

5
　
せ
り
つ
む
説
話
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
氏
「
芹
摘
み
説
話
を
め
ぐ
っ
て
ー
源
氏
物
語
と
の
一
接
点
」
（
『
源
氏
物
語
の
原
点
』
第
9
章
　
一
九
八

〇
年
）
は
、
A
庭
掃
き
の
賎
の
男
の
高
貴
な
女
性
へ
の
及
ば
ぬ
恋
の
話
、
B
真
福
田
丸
の
恋
を
契
機
と
す
る
発
心
謂
、
行
基
女
人
化
身
諏
、
C

中
国
の
献
芹
の
故
事
、
と
い
う
分
類
で
整
理
し
て
い
る
。
『
袖
中
抄
』
は
、
C
の
「
献
芹
」
説
を
主
張
し
て
い
る
。
「
セ
リ
ツ
ミ
シ
昔
ノ
人
ト
ハ

家
々
ノ
髄
脳
ニ
サ
マ
く
ニ
イ
ヒ
タ
レ
ド
モ
タ
シ
カ
ナ
ル
謹
文
モ
ミ
ヱ
ズ
　
尚
献
芹
ト
云
本
文
コ
ソ
サ
モ
ト
キ
コ
ヱ
ハ
ベ
レ
」
と
述
べ
、
『
文
選
』

　
四
十
三
の
「
与
山
巨
源
絶
交
書
」
を
李
善
注
と
と
も
に
引
き
、
同
説
の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
を
引
用
し
「
此
義
叶
愚
意
　
伍
先
注
載
之
也
」
と
あ

　
る
。
さ
ら
に
A
説
の
『
綺
語
抄
』
と
『
無
名
抄
』
、
B
説
の
『
奥
義
抄
』
の
順
で
引
く
。
結
論
の
と
こ
ろ
で
、
「
私
云
　
献
芹
ハ
憧
古
本
文
也
　
其
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

雛運
帖
騨
縫
鍾
鷲
謹
禅
銚
霞
顯
『
鷺
郭
麿
離
穀
離
断
鯖
暴
賢
↓

余歳
ニ
テ
没
シ
テ
没
後
二
行
基
為
導
師
之
　
其
後
マ
フ
ク
タ
生
ジ
テ
人
界
二
又
受
智
光
ノ
身
欺
　
然
者
…
」
と
し
て
『
日
本
往
生
極
楽
記
」
な

　
ど
の
智
光
堕
地
獄
説
話
を
引
く
あ
た
り
を
要
す
る
に
、
行
基
の
化
身
で
あ
る
娘
に
よ
っ
て
真
福
田
丸
が
仏
道
修
業
し
智
光
と
し
て
極
楽
往
生
す

る
、
そ
れ
を
行
基
自
身
が
智
光
の
弟
子
た
ち
に
明
か
す
と
い
う
『
奥
義
抄
」
に
載
る
仁
海
の
説
法
に
は
、
行
基
と
智
光
の
前
生
謂
と
し
て
不
備

があ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
田
中
宗
博
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
。

〔付記
〕
本
学
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
俊
頼
髄
脳
研
究
会
の
成
果
に
多
大
の
示
唆
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。


